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 性について多くの人が、女性か男性の２つの性しか存在しない、異性を好きになるのが「当たり前」
と思っているかもしれません。こうした性に関する思い込みはたくさん存在しています。 

 
 
 

 
 ＬＧＢＴとは、「レズビアン」「ゲイ」「バイセクシュアル」「トランスジェンダー」の頭文字を併せ
た言葉です。セクシュアルマイノリティ(性的少数者)の総称として理解されることもあります。「ＬＧＢ」
は「性的指向」を、「Ｔ」は「性自認」を表しています。民間の研究機関の調査において、約 7.6％
（約 13 人に１人）の人が「ＬＧＢＴを含むセクシュアルマイノリティ」であるといわれています。 
 
 
 
 
 
 
 

国際連合では「LGBT」よりも、すべての人々に
性的指向(Sexual Orientation)や性自認(Gender 
Identity)があることを表し、それを網羅する用語
「SOGI（ソギ）」を使用しています。LGBT という言
葉では多様な性のあり方を表現しきれないので、性
的指向や性自認というすべての人が共通して持ってい
る性質に注目してセクシュアリティについて語ろう
という考え方が、SOGI という言葉の背景にはある
のです。みなさんも「性の多様性」について、自分
事として考えてみませんか？ 

 しかし実際には、心と身体の性別に違和感がある人や
ない人、同性を好きになる人や異性を好きになる人、誰
かを好きになるのに性別にこだわらない人など様々な
性の在り方があります。性は、性自認、身体的性別、性
的指向など様々な側面で説明することができますが、組
み合わせは一人一人異なっており、二人として同じ性の
人はいません。つまり、誰もが多様な性を構成する一人
なのです。 

 性自認や性的指向は、一生   
を通して揺らいだり変化した 
りすることもあります。日々  
の生活の場面で、また生き方  
を選択する上で「生きづらさ」 (もっと知りたい！話したい！セクシュアルマイノリティ 参考) 

や「困難さ」を感じることが 
ないように、誰もが人権意識  あなたならどこに印をつけますか？ 
を高めていく必要があります。 印がつく箇所は一人一人違います。 

 

 人は誰もが人間らしく幸せに生きる権利をもって

います。しかし、「世の中には女性と男性しかい

ない」「男性は女性を、女性は男性を好きになる

のがあたりまえ」などの決め付けた考え方や発

言によって、自分を好きになれなかったり、あり

のままの自分を表現できなかったりして生きづ

らさを感じている子どもたちがいます。 今回は
この問題について考えてみましょう。 人権教育啓発シリーズ NO.４ 

性自認（gender identity） 
自分の性をどう捉えているかのことで、「こ

ころの性」とも呼ばれています。自分の性に

違和感がない人(ｼｽｼﾞｪﾝﾀﾞｰ)もいれば、違和感
がある人(ﾄﾗﾝｽｼﾞｪﾝﾀﾞｰ)もいます。また、性自
認がはっきりしない人もいます。 

身体的性別 
性染色体や内性器・外性器等で判別されま

す。判別の困難な人もいます。「からだの性」 

性的指向（Sexual Orientation） 
誰を好きになるかということ。 
自認する性を基準に、異性に向かう人(ﾍﾃﾛｾ

ｸｼｭｱﾙ)や同性に向かう人(ﾎﾓｾｸｼｭｱﾙ)がいます。 
 

 Lesbian(ﾚｽﾞﾋﾞｱﾝ)   
 

「こころの性」が女性

で、「好きになる性」

が女性という人。 

   Gay(ｹﾞｲ)    
 

「こころの性」が男性

で、「好きになる性」

が男性という人。 

 Bisexual(ﾊﾞｲｾｸｼｭｱﾙ)  
 

「好きになる性」が異

性の場合も、同性の場

合もある人。 

 Transgender 

(ﾄﾗﾝｽｼﾞｪﾝﾀﾞｰ)  
 

「こころの性」と「身体の

性」が一致していない人。 


